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はじめに
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ERDBのポイント

• ERDBを用いると自館の電子ジャーナルの購読「状況」（※1）や自館・所属機関
のオープンアクセスジャーナル等の電子出版状況を他館と共有（※2）できる

• ERDBを用いると自館で購読できる電子ジャーナルのURLがわかる

• ERDBを用いると他館で購読している電子ジャーナルの「状況」がわかる

• ERDBはリンクリゾルバと同じものではない

• ERDBはERMS（電子資源管理情報システム）と同じものではない

• 管理の際には、ILS（図書館システム）等外部のシステムとAPI(※３)を用いて連
携することが前提

• 一言でいえば「NACSIS-CATの電子リソース版」
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※1 購読館、購読できる年代、ILLや閲覧の提供ポリシー等

※2 ただし契約情報の集約、共有可能な内容、共有方法、セキュリティなどは今後の課題

※3 システムの外から、データを検索したり、修正、交換したりする仕組み



リンクリゾルバとの相違点

• ERDBを用いる場合、電子リソースに対するURLの形成はAPIを

通して行う

• OpenURLとは異なるクエリ（問い合わせ式）

• ERDBはナレッジベース（電子リソースの目録）であり、利用

者向けのインターフェース（中間窓など）はない

• ナレッジベースの登録内容はJUSTICE参加出版社のパッケージ

および日本国内の電子リソースが中心となる（予定）

• 電子リソースについては、リンクリゾルバの場合、自館の購

読状況しか把握できないが、ERDBは他館の購読状況が把握で

きる
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ERDBとシステム概念図
ILS, ERMS, NACSIS-CAT等との関係
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図書館業務から見るERDB
データの作成・登録



図書館で行うこと
（①電子ジャーナルを導入・受入する場合）
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電子ジャーナルパッケー

ジの導入

ILS（図書館システム）を

通してERDB上のパッケー

ジを検索

「導入」のフラグを立てる

（チェックボックスなどを

チェックする）

統一仕様の契約条件等を共

通領域から自動で自館専用

のローカル領域（※1）にコ

ピー

（必要であれば）コピーさ

れた契約条件を自館のポリ

シー（※2）に合致するよう

に修正

他館へ購読状況を公開

※1「カスタム」と呼ぶ部分

※2 学外者の利用ができるか（Walk-in User）、ILLを受け付けるか etc.

現行のNACSIS-CATとILSの関係とほぼ同じ運用方法となるイメージ



図書館で行うこと
（②学内の電子出版物を登録する場合）
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学内の電子出版物の状

況把握

電子出版物のリストを

作成

ERDBの専用サイトから一括

登録

導入当初（イニシャルワーク）

随時行う業務（ルーティンワーク）

学内の電子出版物の状況把握
ERDBの専用サイトから個別登

録・修正

・ERDBの導入当初に学内の電子出版物（ex.紀要やオープンジャーナル等）のリストを一括登録し、
その後はメンテナンスするイメージ

・登録したデータは他の商用・非商用ナレッジベースに連携することで世界中に流通



電子出版物の登録イメージ（１）
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ERDBが用意する専用サイトにアクセスし、ログインすると電子出版物を登録するための「タブ」が出現



電子出版物の登録イメージ（２）
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「一括登録」からは、KBARTフォーマットに準拠したTSVファイルを一括登録できる



電子出版物の登録イメージ（３）
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・「新規登録」からは、コンテンツごとの登録が可能

・「マイコンテンツ」からは、それぞれのコンテンツの編集ができる



登録データの流通
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・英国のKnowledge Base+(KB+)や米国GOKb（ゴーケービー）というような海外の非商用or商用ナ

レッジベースとの間でデータ流通を模索

・日本国内のオープンジャーナルなどの情報が世界に行き渡ることで、日本の学術情報の有意性を広く

担保できる

非商用
KB ERDB

商用
KB

Freely 
Accessible 
Journals

Freely Accessible Journals (test)
として連携を試行中



図書館業務から見るERDB
データの利用



ILLとの連携（１）
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従来からの書誌IDによるNACSIS-CATでの冊子所蔵先の検索に加え、電子送信
（Secure）が可能な電子リソースの所蔵先を検索するといったことも可能に



ILLとの連携（２）

15

書誌IDでヒットしなかった場合には、ISSNを用いての検索も可能



図書館業務へのインパクト

• ERM業務（電子資源管理業務）の標準化： NACSIS-CATが目録業務を標

準化したように

• 他館の電子リソースの状況を簡単に把握できることで、利用者からの和

雑誌購読状況の問い合わせにも即時対応

• 寄贈担当者が受入や保存を悩む場合に、電子化状況を調べることで判断

にかかる時間が短縮

• 電子リソースの複写依頼を受ける際も、ライセンスなどの情報が共有化

されることで、効率的な運用が可能

• 全国レベルのみならず、地域レベルでの電子リソースの購読状況が把握

できることで、電子的な「分担購読」も可能？
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利用者から見るERDB



CiNii Booksとの連携
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CiNii Booksの検索結果から、電子ジャーナルへのダイレクトリンクの形成



ディスカバリサービスとの連携（1）
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自館の所蔵とともにAPIを利用して外部所蔵へ導くリンクを形成



ディスカバリサービスとの連携（2）
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CiNii Books API

ERDB API

ERDBを利用して、電子リソースへのリンクを構成。購読条件など「状況」も付加



一歩進むと
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ERDBを利用して、電子リソースの自館での契約（購読）の有無のほか、他大学にお
ける契約状況を表示。近隣の大学に絞り込んでの表示も

ERDB API

CiNii Books API

Walk-in Userの利用可否、
その他の利用条件を参照

ILLの提供可という条件が
ある所蔵館があった場合
申込画面を表示

近隣の大学に
絞って表示



リンクリゾルバとの連携（１）
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日本国内のオープンジャーナルなど電子出版物の存在が網羅的に収集されること
で、リンクリゾルバの精度向上等を期待

ERDB登録データ



リンクリゾルバとの連携（２）
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ERDB API

CiNii Books API

自館で購読できるリソースがない場合、ディスカバリとの連携同様、他館の冊子所
蔵に加え、電子リソースの契約状況を表示



ERDBがもたらすこと

• CiNii Booksを通した他大学所蔵の冊子体の所在の把握に加えて、電

子リソースの所在の把握が簡単に行えるようになり、利用者の学術

情報を入手する場が広がる

• Walk-in User（外部からの図書館利用者）でも利用できる電子リソー

スの所在が明らかになることで、図書館間での利用者の相互利用が

促進される
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本学のように通信教育課程を有する大学などには、とくにメリットがあるのでは？



運用上（特に）重要なこと

• 海外のナレッジベースベンダーでは不可能な日本国内の電子リソー

ス（オープンジャーナルやブック）の提供状況の包括的な把握と

データ作成及び更新

• 多くの図書館がワークフローとして、無理なくナレッジベースへの

登録が行えるような環境の構築支援（持続可能なナレッジベース運

用体制の成立）

• 図書館関連のシステムベンダーとの協調

• JUSTICEとの密な連携（参加出版社とのデータ提供交渉等）
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ご清聴ありがとうございました


